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 “不安”から 一歩前進 

校長  青木 優樹恵 

 

２学期が始まって、１か月ちょっとが過ぎました。しかし、今年は、いつまでも暑い日が続いていました

が、ようやく少しずつ秋の気配を感じるようになりました。 

さて、尼崎市が毎日暑さ指数とにらめっこしている中、５年生は自然学校に行ってきました。今年から４

泊５日に戻った自然学校ですが、兵庫県の北部、香美町にある「美方高原自然の家」で実施しました。そこ

は、山に囲まれた自然いっぱいの場所で、ススキが広がっていたり、鳥の声や虫の声がしていたりで、風が

心地よく、初秋といった感じでした。自然観察では、生き物探しに夢中になり、星空観察では、尼崎市では

見たことのない星の数に驚き、しばらく見とれていました。よく見ると、天の川まで目の前に広がっていま

したし、流れ星に出合った子たちもいました。それは、この地だから味わうことのできる感動でした。 

自然学校のプログラムには、おそらく５年生全員が初めて経験したであろうというものがありました。そ

れは、沢登りとツリーイングです。他にも初めてのことはあったと思いますが、この２つは、ここの自然を

思う存分活かした活動です。沢登りでは、川の下流から上流まで、長靴をはいて、自分の力で歩いていきま

す。初めは浅いのですが、急に深くなることもありますし、岩を登ることもあります。また、ツリーイング

では、木の上から垂らしたロープを使って自分の力で登っていきます。 

どちらも初めてなので、こうすればいいとか、こうなるだろうとか、想像がつきません。川は、先が見え

ないので、進んでみなければどんなところかわからないですし、ツリーイングでは、木を登っていく途中で

困ったことが起きてしまうかもしれません。そう考えると、「ちょっと怖いな」「できるかな」「やめておこ

うかな」と不安になる子もいたと思います。でも、そう思うことは、全然恥ずかしいことではありません。

誰だって、初めてのことには、慎重になってしまうこともあります。考えてみれば、人生は、初めてのこと

の繰り返しです。次々とやってくる初めてのことが、時には、高い壁に見えることもあるでしょうが、自分

で、「よし、やってみる！」と決めて、前へ進んでいるのです。５年生のみなさんは、行きの車中で、歌集

の１ページ目『できっこないを やらなくちゃ（サンボマスター）』を歌っていたのですが、その歌詞「あ

きらめないでどんな時も 君なら出来るんだどんな事も」に後押しされたように、見事に、ねばり強く、や

り遂げました。とてもすばらしいことです。そして、やってみると、案外うまくできて、楽しかったと言っ

ていました。この経験から、不安に思っても、やってみる勇気が大切だということを学んだと思います。こ

れからも、成文小学校の子どもたちが、不安な気持ちに打ち勝って、新しいことに挑戦することができるよ

うに、促していきたいと思います。 

今、子どもたちは、成文まつりの準備に夢中です。子どもたちが、お店の人になったり、お客さんになっ

たりする活動を存分に楽しませたいと考えています。そして、お店作りを工夫する中で、友だちのよいとこ

ろを発見し、友だちと協力してやり遂げる喜びを感じてほしいと思っています。また一つ行事を乗り越える

ことで、子どもたちが成長できるよう、教職員一同で支援していきますので、保護者の皆様、地域の皆様、

引き続き、子どもたちを見守りご協力いただきますようお願いいたします。 

 

成 文 
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日 曜日 主な行事 

１ 日  

２ 月 集会            教育実習 

３ 火  

４ 水 成文まつり（児童のみ） 

５ 木 諸費引落 

６ 金 ３年校外学習（有馬富士方面） 

４年校外学習（大阪市立科学館） 

５年出前授業（福祉落語） 

７ 土  

８ 日  

９ 月 スポーツの日 

10 火 視力検査さくら・１年 

11 水 視力検査２年 

連合体育大会６年（午後） 

12 木 視力検査３年 

13 金 就学時健診 14:00～ (13:30下校) 

14 土  

15 日  

   

 曜日 主な行事 

16 月 視力検査４年  諸費引落 

17 火 視力検査６年 

３年出前授業（勾玉づくり） 

18 水 視力検査５年 卒業アルバム写真撮影 6年 

６年給食終了後下校 

19 木 修学旅行６年（鈴鹿方面） 

20 金  

21 土  

22 日  

23 月 朝会 ６年給食終了後下校 

24 火 連合体育大会（予備日） 

25 水 クラブ 

26 木  

27 金  

28 土  

29 日  

30 月 読書週間 おはなし会 2・3年 

31 火      おはなし会 1・4・5・6年 

                       

                               〔図工展について〕 

                      プログラムは後日配付します。PTAより名札

を各家庭２枚ずつ配付していますので、２名

までの鑑賞となります。必ず、名札の着用を

お願いします。紛失等で無い場合は、担任へ

連絡してください。 

安全対策のため、当日名札がないと会場    

への入場をお断りしますので、忘れずにお持

ちください。 

【１１月の予定】 

１６日（木）市内音楽会４年（午前中） 

２２日（水）図工展（児童鑑賞日） 

２３日（木）図工展（保護者鑑賞日） 

２４日（金）代休日 



【夏休み作品展の様子】 

 ８月３１日（木）・９月１日（金）の２日間、夏休み作品展を南館１階生活科室（ランチルーム）と理科室で開

催しました。夏休み中に取り組んだ工作や研究、絵画や習字などの作品を展示しました。子どもたちは仲よしペ

ア学年で作品を見て回り、作品について感想を言い合っていました。 

保護者のみなさん、作品展にたくさんお越しいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【教育実習】～１０／１３（金）  

 将来、小学校の先生になるために、２名の大学生が教育実習に来ています。１０月１３日（金）までです。村

上 詩乃（むらかみ しの）さんは、主に３年１組で、平山 勝規（ひらやま かつのり）さんは、主に５年１

組で実習をしています。成文小学校の子どもたちと関わる中で「絶対、先生になる！」という強い思いをもって

ほしいと願っています。そして、将来素敵な先生になってほしいです。 

 

 【給食試食会の様子】  

 PTA 活動の一環として、９月１２日（火）・１４日（木）に給食試食会が実施されました。コロナ禍のため３

年ぶりの実施となりました。１７人の保護者の方の参加がありました。食事のあと、参加された保護者のみなさ

んにアンケートに答えてもらいました。「デザートが出る日を楽しみにしています。苦手な物もおいしかったと

話してくれる事が多いです。」や「苦手なものがあるが、全く食べないのではなく『食べてみたらおいしかった』

と言う姿や毎日給食を楽しみに学校へ行っています。本日参加させて頂き、楽しみにしている理由がわかりまし

た。」との感想がありました。給食が苦手だと思っていた食品を食べるきっかけになっているようでうれしく思

います。これからも子どもたちが喜んでくれる給食の時間になるよう努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【理科創意工夫展】 

 今年度も中央北生涯学習プラザで、『理科創意工夫展』が開催されました。 

（出展したみなさん） 

１年 永原 孝典（ながはら たかのり）さん   『リニアモーターカー』 

２年 髙松 蒼真（たかまつ そうま）さん     『ぼうえんきょう』 

３年 永原 義典（ながはら よしのり）さん    『イライラぼう』 

４年 三浦 綺更（みうら きさら）さん        『ドリンクバー』 

５年 鷹橋 凛（たかはし りん）さん       『お花の消しカスクリーナー』 

６年 道井 蓮（みちい れん）さん       『太陽にあてると一生動く車』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自然学校５年 ９月１１日（月）～１５日（金）】 

５年生は、自然学校で『尼崎市立美方高原自然の家 とちのき村』へ４泊５日で行ってきました。当初、現地

では雨が予想されていたのですが、奇跡的にすべての活動を実施することができました。（活動の前後で雨が降

ったにも関わらず…。）子どもたちは、どの活動も協力しながら、時間を守って取り組むことができました。ツリ

ーイングでは、コツをつかむまで苦労している子もいましたが、最終的にはみんな見上げる高さまで登ることが

できていました。４泊５日の自然学校で一回り成長した子どもたちです。この経験を活かして、今後の学校生活

に取り組んでいって欲しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 


